
8 愛知県理学療法学会誌　第 29 巻　第 1 号　2017 年 6 月

はじめに
成長期スポーツ選手の障害予防の重要性は多く

報告されている 1-3）． 筋や関節の柔軟性を獲得す

ることや評価することは， 障害予防策の 1 つとし

て広く知られている 4） 5）． 中でも腸腰筋柔軟性を

評価する方法として， トーマステスト （以下 , TT; 

Thomas test） がよく使用されている 6）． この方法

の妥当性は認められており， 多くのスポーツ医学

の書籍に記載されている 1） 7） 8）． TT は， 反対側の

大腿をかかえて腰椎の前弯減少と骨盤の後傾をさ

せることで， 検査測の股関節屈曲角度を計測する

（図 1）． 定性的に評価する場合は， 膝関節屈曲し

た場合を柔軟性低下と判定する 9）． また， 定量的

に評価する時は， 股関節の関節可動域もしくは膝

窩と床面の距離を計測する 9） 10）． そして， TT は小

中高生のスポーツ選手のメディカルチェックに使

用されている 1） 10）．

一方， Harbey がトーマステスト変法 （以下 , 
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【要　旨】

【緒言】 成長期スポーツ選手の腸腰筋柔軟性を評価する方法として， トーマステスト （TT; Thomas test）

が使用されている． 我々は， 簡便なトーマステス変法 （SMTT; simple modified Thomas test） を考案した． 本

研究の目的は， 簡便なトーマステスト変法 （SMTT） を用いた成長期スポーツ選手の腸腰筋柔軟性の特徴を

調査することである． 【方法】 成長期スポーツ選手の中学サッカー選手 94 名 （中学サッカー群）， 少年野球

選手 55 名 （少年野球群）， 中学野球選手 23 名 （中学野球群）， 当院で腰椎分離症と診断された 27 名 （分離

症群） を対象に調査した． 腸腰筋柔軟性として SMTT， 他の柔軟性評価として下肢伸展挙上角度， 指床間距

離， 踵殿部間距離を測定した． 【結果】 SMTT と年齢 （r = 0.31）， 身長 （r = 0.37） は有意に正の相関を認め

た （p < .05）． 中学サッカー群の SMTT は他群より有意に高かった （p < .01）． 重回帰分析の結果有意な関連

要因として抽出された因子は群分け （中学サッカー群） であった． 【考察】 SMTT の測定値の特徴は， 成長

期とサッカーのスポーツ特性の影響を受ける． そのため SMTT の測定値はこれらを考慮する必要がある．

キーワード ： 成長期スポーツ選手， 腸腰筋柔軟性， 簡便なトーマステスト変法（SMTT; simple modified Thomas test）
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MTT; modified Thomas test） を考案した 11） （図 1）．

この方法は， ベッドの端に座った状態で反対側の

大腿を胸までつけるように抱えることで充分に腰

椎の前弯減少と骨盤の後傾をさせて， 検査側の膝

関節より遠位はベッドより出したまま背臥位にな

ることで， 検査側の股関節が屈曲する程度を評価

する． この状態で股関節の関節可動域を計測して

腸腰筋の柔軟性低下の程度を評価している．

これらの方法を比較すると， TT は簡便な点が利

点であり， 必要な道具は角度計だけである． しか

し， 背臥位に寝た状態から反対側大腿を胸までつ

けるように屈曲させるだけでは腰椎の前弯を減少

させることが不十分となる可能性がある． 一方，

MTT は， ベッドの端に座った状態で反対側の大腿

を胸までつけるように抱えるため， 腰椎の前弯減

少と骨盤の後傾を充分に得ることが期待できる利

点がある 11）． しかし， ベッドと角度計を使用しな

ければならないため， スポーツ現場での計測に不

向きである．

そこで， 我々はスポーツ現場での計測を考慮し

て， 背臥位で寝た状態から両大腿を胸までつける

ように屈曲させた後に， 検査測下肢を伸展させて

膝窩と床面の距離を計測する簡便な MTT （以下 , 

SMTT; simple modified Thomas test） を考案した．

この方法は， 再現性が高く 12）， 腰椎の前弯を充分

に減少させることが期待できる 13）． この方法を一

般化するためには， 基礎データとして， 成長期ス

ポーツ選手の SMTT 測定値の特徴を調査する必要

がある． 本研究の目的は， 簡便なトーマス法変法

（SMTT） を用いた成長期スポーツ選手の腸腰筋柔

軟性の特徴を調査することである．

図 1．SMTT の計測方法

a） Thomas test （TT） と b） modified Thomas test （MTT） は股関節屈曲角度 #1 を計測する．

c） simple modified Thomas test （SMTT） は膝窩と床面の距離 #2 を計測する．
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対象および方法
1．対象とデザイン

研究デザインは横断研究である． 2014 年と 2015

年に成長期スポーツ選手のメディカルチェックに

参加した選手 171 名， 当院で腰椎分離症と診断さ

れた成長期スポーツ選手 27 名を対象に調査した．

対象者は全員男性で， 疼痛により評価困難な者は

いなかった． 対象者をスポーツ， 年代及び疾患を

考慮して群分けすると， 中学サッカー選手 94 名

（以下， 中学サッカー群）， 少年野球選手 55 名 （以

下， 少年野球群）， 中学野球選手 23 名 （以下，

中学野球群）， 腰椎分離症 27 名 （以下， 分離症

群） であった． 分離症群のスポーツは， 野球 16 名

（59%） ， サッカー， テニス， ハンドボールが 2 名

（7%） ずつ， その他 5 名 （20%） であった．

本研究は侵襲を伴わない観察研究であり， 診療

外の地域貢献事業で行うメディカルチェックと

通常診療の範疇で行うものである． メディカル

チェックに参加した各選手のデータを研究解析目

的で使用する旨は， チームの代表者からは口頭で

同意を得ている． また， 診療データより後方視的

にデータ収集をする旨を当院倫理委員会の承認

（A-32） を得ている．

2．評価項目
対象者の背景要因として， 年齢， 身長， 体重，

BMI， スポーツ種目を抽出した． また， 腸腰筋柔

軟性の主要評価として SMTT を測定した． SMTT

との関連要因と予測される他の柔軟性の評価とし

て， 下肢伸展挙上角度 （以下， SLR; Straight Leg 

Raise angle）， 指床間距離 （以下， FFD; Finger Floor 

Distance）， 踵殿部間距離 （以下， HBD; Heel Battock 

Distance） を測定した． これらの評価項目は左右差

を認めなかったため， 右側の値を採用した．

SMTT は， Harvey 11） の MTT を参考にして， 背

臥位で寝た状態から両大腿を胸までつけるよう

に充分屈曲させた後に， 検査測下肢を伸展させ

て膝窩と床面の距離を定規で mm 単位で計測した

（図 1）． 健常成人 9 人を対象に予備実験をした結

果， SMTT の検者内信頼性 （Intra-class correlation 

coefficients; ICC （1,1）） は ICC （1,1） = 0.88， 検

者間信頼性 （Inter-class correlation coefficients; ICC

（2,2）） は ICC （2,2） = 0.94 であり再現性が高いこ

とを確認している 12）． なお， 疼痛や股関節屈曲制

限により両大腿を胸までつけるように充分屈曲で

きない場合は計測不可能として， 本研究の対象者

としていない．

SLR は， 背臥位にて， 下肢伸展位で他動挙上させ

た際の下肢と床面との角度を測定した．

FFD は， 台の上に乗り両足を揃えた立位姿勢か

ら， 反動をつけずにゆっくりと前屈し， 両手の指

（第 3 指） と台の床面との距離を測定した． なお，

床面に指が届かない場合をマイナス， 超えた場合

をプラスとした．

HBD は， 腹臥位で一側の膝関節を屈曲させるよ

うに下腿遠位を押して踵と殿部間の距離を計測し

た． なお， 下腿遠位を押す際は， 尻上がり現象が

生じないように注意した．

3．統計学的解析
対象者の背景要因と柔軟性の評価項目の基本

統計量を記述したのち， SMTT との相関関係を年

齢， 身長， スポーツ別に検討した． まず， SMTT

と年齢， 身長の関係を散布図で確認して相関関係

を spearman の順位相関係数を用いて解析した．

加えて， SMTT と背景要因及び柔軟性の評価項目

との相関行列を作成した． 次に， スポーツ， 年代

及び疾患を考慮した群分けを基に， 一元配置分散

分析を用いて比較して， 事後検定に Kruskal-Wallis

検定を行った． そして， 目的変数は SMTT， 説明

変数は SMTT と優位に相関関係を認め， かつ多

重共線性を考慮した上で投入し， AIC （Akaike’s 
Information Criteria） を用いたステップワイズの変

数選択を用いて重回帰分析を行った．

統計解析ソフトウェアは， R コマンダー 2.8.1 を

使用し， 有意水準は 5% 未満とした．  

結果
対象者の背景要因と柔軟性の評価項目の基本

統計量を表 1 に示す． SMTT と年齢 （r = 0.31），

身長 （r = 0.37） は有意に正の相関を認めた （p < 

.05） （図 2）． また， SMTT と背景要因及び柔軟性

の評価項目との相関行列から， SMTT と有意な相

関関係にあったのは体重 （r = 0.24）， HBD （r = 

0.24） であった （p < .05） （表 2）．

スポーツ， 年代及び疾患を考慮した群分けを

基に SMTT を比較した （表 3）． 中学サッカー群

の SMTT 中央値は 160 mm であり， 他の群より

有意に高かった （p < .01）． 中学サッカー群以外

の SMTT 中央値は 50 ～ 80 mm であった． 同一ス

ポーツ内で比較すると， 中学野球群は少年野球群

よりも有意に高かった （p < .01）． また， 分離症

群は少年野球群， 中学野球群と有意差を認めな

かった．

重回帰分析の説明変数は， 多重共線性を考慮し

た上で SMTT と相関関係にある身長， HBD， 群分
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け （中学サッカー群， 少年野球群， 中学野球群，

分離症群） を投入した． そして， 有意な関連要因

として抽出された因子は群分け （中学サッカー

群） であった （表 4）．

考察
本研究は， 我々が考案した SMTT を用いて成

長期スポーツ選手の腸腰筋柔軟性の特徴を調査し

た． SMTT は， 年齢， 身長， HBD と相関関係に

あり， 中学サッカー群が他の群より有意に高値

であった． さらに重回帰分析の結果， SMTT を説

明する因子は中学サッカー群であった． そのため

SMTT 測定値は成長期とスポーツ特性を考慮する

表 2. SMTT と背景要因及び柔軟性の相関行列

SMTT 年齢 身長 体重 BMI SLR FFD HBD

SMTT (mm) 1

年齢 (歳) 0.31* 1

身長 (㎝) 0.37* 0.82* 1

体重 (kg) 0.24* 0.74* 0.88* 1

BMI 0.01 0.42* 0.47* 0.81* 1

SLR (° ) 0.07 0.15* 0.02 0.00 -0.02 1

FFD (mm) -0.11 0.00 0.01 0.09 0.17* 0.15* 1

HBD (mm) 0.24* 0.47* 0.49* 0.56* 0.46* -0.03 0.12 1

簡便なMTT（SMTT; simple modified Thomas test）， 下肢伸展挙上角度（SLR; Straight Leg Raise angle）， 指床間距離（FFD; Finger Floor Distance），

踵殿部間距離（HBD; Heel Battock Distance）， Spearmanの順位相関係数， *p < .05

表 1. 対象者の背景要因と柔軟性の基本統計量

平均 標準偏差 中央値

背景要因 　 　 　

　年齢 (歳) 12.4 1.7 13

　身長 (㎝) 155.2 11.3 156

　体重 (kg) 45.1 10.3 44

　BMI 18.5 2.3 18.1 

柔軟性

　SMTT (mm) 112.1 72.2 90

　SLR (° ) 62.0 9.8 60

　FFD (mm) 14.5 84.8 6

　HBD (mm) 34.4 44.3 15

簡便なMTT（SMTT; simple modified Thomas test）， 下肢伸展挙上角

度（SLR; Straight Leg Raise angle）， 指床間距離（FFD; Finger Floor 

Distance）， 踵殿部間距離（HBD; Heel Battock Distance）

図 2．年齢及び身長と SMTT の散布図
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必要がある．

本研究の対象者は小学 4 年生から中学 3 年生の

年齢であり， 年齢と身長の相関係数は 0.82 と高く

（表 2）， 成長期にある対象者であった． 先行研究に

おいて， 筋の柔軟性は成長期の影響を受け 14） 15），

骨長が伸びるとその部位の筋が伸長されて筋柔軟

性が低下すると報告されている 16） 17）． 本研究の結

果はこれらの報告を示唆する結果といえる． さら

に， 本研究において， 野球という同一スポーツ内

で比較すると， 中学野球群は少年野球群よりも有

意に SMTT が高いことから， 成長期の影響を受け

ることが示唆された．

また， 中学サッカー群の SMTT 測定値が高い要

因として， サッカーと野球の異なるスポーツ特性

の影響が考えられる． 野球に比べサッカーの競技

特性はキック動作や走行動作が多い． インステッ

プキック動作のバイオメカニクスからボール速度

に貢献するのは， 股関節屈曲動作によって生じる

膝関節伸展による求心力依存トルクと報告されて

いる 18）． つまり， 速いボールをキックするために

は， 股関節屈曲動作を上手く使用する必要がある

ため， 腸腰筋や大腿直頭筋により股関節屈曲動作

を多用することが予想される． 加えて， 走行動作

中のこれらの筋の筋活動は高い 19）． また， 繰り返

しの運動により筋柔軟性が低下することが報告さ

れている 20）． したがって， 中学サッカー群は他群

よりも， 腸腰筋や大腿直頭筋の過用により筋柔軟

性が低下したと考えられる．

分離症群は少年野球群， 中学野球群と有意差を

認めなかった． 本研究の分離症群の平均年齢は 14

歳であり， 60％の選手が野球をしていた． そのた

め， 中学野球群に似た背景を持つ群といえる． 分

離症群の測定時期は， 分離症と診断されスポーツ

活動を休止して， 疼痛緩和及び骨癒合が認められ

た後に， スポーツ復帰のリハビリテーション開始

時に測定している． そのため， スポーツ活動によ

る筋の過用の影響は少ない． これらの影響により

分離症群は， 中学野球群や少年野球群と有意な差

を認めなかったと考えられた．

本研究にはいくつかの限界がある． まず， 小学

生のサッカー選手を調査できなかった． そのた

め， サッカー選手の小学生と中学生の比較ができ

なかった． しかし， 野球選手の小学生と中学生に

よる比較することができたため， 成長期の影響を

受けることが示唆された． 2 つ目の限界は， 中学

サッカー群と野球群はそれぞれ 1 チームから対象

者を選択したため， 一般化には複数チームのデー

タが必要である． 3 つ目の限界は， サンプル数が

少ないことである． 特に中学野球群， 分離症群は

50 例未満であった． これらの限界から， この方法

表 3. スポーツ，年代及び疾患を考慮した群分け別の SMTT

群分け 少年野球 a,b 中学野球 a,c 中学サッカー b,c,d 分離症 d

人数 55 23 94 27

平均値 （mm） 58.3 81.7 163.2 69.7

標準偏差 24.8 31.5 71.3 34.2

最小値 12 18 17 30

中央値 55 80 160 55

最大値 130 150 365 140

一元配置分散分析 : p < .01， 下位検定 : p < .01 a: 少年野球 vs 中学野球， b: 少年野球 vs 中学サッカー，

c: 中学野球 vs 中学サッカー， d: 中学サッカー vs 分離症

表 4. SMTT を目的変数とした重回帰分析

β標準化
回帰係数

標準誤差 t 値 p 値 VIF

定数 -13.9 76.4 -0.2 0.800 　

群分け

中学サッカー群
78 12.5 6.2 <.01 1.2

p < .01, 自由度調節済み R² = 0.34
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を成長期スポーツ選手により広く応用するために

は， 複数のスポーツで多くのサンプルサイズが必

要である． 4 つ目の限界は， TT や SMTT は腸腰筋

だけでなく， 腸腰筋以外の股関節前面の筋や関節

包の影響を受ける可能性である． 腸腰筋以外の股

関節前面筋は， 大腿直筋， 大腿筋膜張筋， 縫工筋

がある． これらの筋において， 野球よりサッカー

の競技特性により柔軟性低下が生じた可能性あ

る． しかし， 一般的に腸腰筋柔軟性を臨床的に計

測する妥当な方法として TT が報告されているこ

とから 1） 7） 8）， TT を発展させた SMTT を提案した

本研究によって腸腰筋柔軟性の特徴を記述できた

可能性を示唆している． 最後の限界は， 本研究は

横断研究であることから身長の伸び率などの変数

を測定できないため， 成長期の影響を縦断的に考

慮できていない． したがって本研究においては，

中学生の年代において野球とサッカーのスポーツ

特性は考慮できたが， 個人の成長を考慮した成長

期の影響までは言及できない．

結論
本研究は， 我々が考案した SMTT を用いて成

長期スポーツ選手の腸腰筋柔軟性の特徴を調査し

た． SMTT を説明する因子は中学サッカー群であ

り， 成長期とサッカーのスポーツ特性の影響が考

えられた．SMTTの測定値の中央値は中学サッカー

群 160 mm， 中学サッカー群以外の SMTT 中央値は

50 ～ 80 mm であり， この方法を成長期スポーツ選

手により広く応用するためには， 複数のスポーツ

で多くのサンプルサイズが必要である．
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